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　去る 3 月 23 日（木）、午後 7 時より本会館
において第 224 回臨時代議員会が開催された。
玉城議長が欠席のため、小渡副議長の議事進
行により、定足数の確認が行われ、定数 59 名
に対し、出席者 45 名となっており、定款第 28
条に定める過半数に達しているため本代議員会
が有効に成立した旨宣言された。また、議事録
署名人に浦添市医師会の藏下要代議員、那覇市
医師会の嘉数朗代議員が指名された。
　冒頭、安里会長から次のとおり挨拶があった。

挨　拶
安里哲好会長
　本日は、第 224 回臨時代議員会を開催いた
しましたところ、代議員の先生方におかれまし
ては、年度末で御多忙の中を御出席いただきま
して衷心より御礼申し上げます。
　さて、新型コロナウイルス感染症は、本年 5
月 8 日に感染症法における 5類へ引き下げが
行われます。さかのぼれば 2020 年 1 月に国内

で最初の症例、また 2月には沖縄県でも初症例
が確認されました。その後、本県では幾度とな
く大きな感染の波を経験しました。3年余で感
染者累計は約 57 万人（3月 6日時点）を超え、
かかる状況の中、医療崩壊に陥ることなく乗り
越えることができたのは、県立、大学、国公立、
民間病院並びに地域の診療所がそれぞれの役割
を担い、一体となって対応していただいた賜物
であり、会員並びに医療従事者の皆様に改めて
感謝申し上げます。
　また、本会ではこの度のコロナ対応の総括と
今後の起こり得る新たな感染症対策に資するべ
く、活動の記録集を作成しますので、御協力の
ほどよろしくお願い申し上げます。
　この 3年間、コロナに振り回され、医師会の
各種事業も中止や縮小開催となっておりました
が、新年度からは可能な限り通常業務に戻して
まいりたいと考えております。
　令和 5年度も 3本柱である「県民と共に歩む
医師会」、「地域医療の更なる充実」、「魅力ある
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医師会づくり」を中心に各種事業を展開してま
いりたいと思います。
　コロナ禍の影響で 65 歳未満の働き盛り世代
の健康状態の悪化を危惧していたところ、昨年
末に発表された 2020 年の都道府県別平均寿命
において沖縄県の順位が、男性は 36 位から 43
位、女性は 7位から 16 位に後退しました。そ
の内容はこれから分析する予定ですが、2015
年に分析した際、平均寿命順位後退の多くの要
因は、65 歳未満働き盛り世代の健康状態の悪
化に起因しておりました。
　当該問題を本会の最重要課題の 1つとして、
産業医部会の活性化や 5者協議（沖縄県・沖縄
労働局・沖縄産業保健総合支援センター・沖縄
県医師会・全国健康保険協会沖縄県支部）と連
携し、先頭に立って具体的な実践計画を進めて
まいります。
　また、コロナ禍においては、医療現場と介護
現場の多職種連携の重要性を改めて認識いたし
ました。切れ目のない継続的な医療提供体制を
確保するためには、県・市町村行政、地区医師会、
多職種間の連携が不可欠であります。沖縄県医
師会は令和 6年度にスタートする第 8次医療計
画の策定作業に積極的に関与し、5疾病 6事業
及び在宅医療の部会にも中心的役割を担う人材
を派遣するとともに、地域包括ケアシステムの
構築に向けて努力してまいります。
　続いて、組織強化の課題です。2021 年 12 月
時点の日本医師会組織率は 51% と漸減傾向に
あります。日本医師会では組織強化対策の 1つ
として、令和 5年度より医学部卒後 5年間の日
医会費減免措置を実施することにしています。
また、沖縄県医師会も同様にここ 10 年間で
65.7% から 62.3% へ漸減しており、本会でも日
医に歩調を合わせ卒後 5年間の諸会費を無料化
するとともに、組織強化検討委員会や若い会員
を中心とした部会を立ち上げて組織率強化を推
進いたします。代議員の先生方にぜひ御理解い
ただき、入会促進に向けた取り組みに御協力を
いただきますようお願いいたします。お手元の
参考資料 1に、日医及び県医師会の組織率の推
移、資料 2に初期研修医、後期研修医の推移を

示しています。令和 5年度も多くの初期研修医
が沖縄県で研修されることは誠に素晴らしいこ
とだと思います。
　さて、この度、日本医師会との絆をさらに強
くするため、日本医師会長の松本吉郎先生を沖
縄にお招きして、4月 15 日（土）18 時から沖
縄県医師会館におきまして、中央の医療情勢等
に関する御講演をいただきますので、ぜひ御参
加いただきたいと思います。
　最後になりますが、本日は 4月からの会務運
営に際する事業計画、予算等について議案を上
程させていただいています。それぞれの議案の
内容については、後ほど担当役員から御説明を
申し上げますので、慎重に御審議いただき、ぜ
ひ御承認を賜りますようお願い申し上げて御挨
拶とさせていただきます。

議　事
第 1号議案　�令和 4 年度沖縄県医師会一般会

計収支予算補正の件
第 2号議案　�令和 4 年度おきなわ津梁ネット

ワーク事業特別会計収支予算補正
の件

第 3号議案　�令和 4 年度地域医療介護総合確
保基金事業特別会計収支予算補正
の件

第 4号議案　�令和 5 年度沖縄県医師会事業計
画の件

第 5号議案　�令和 5 年度沖縄県医師会諸会費
賦課徴収の件

第 6号議案　�令和 5 年度沖縄県医師会諸会費
減免者の件

第 7号議案　�令和 5 年度沖縄県医師会一般会
計収支予算の件

第 8号議案　�令和 5 年度沖縄県医師会医事紛
争処理特別会計収支予算の件

第 9号議案　�令和 5 年度沖縄県医師会会館建
設特別会計収支予算の件

第10号議案　�令和 5 年度おきなわ津梁ネット
ワーク事業特別会計収支予算の件

第11号議案　�沖縄県医師会産業医部会会則変更
の件
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　第 1号議案から第 11 号議案について、各担
当理事から説明があり審議の結果、原案のとお
り承認可決した。

　続いてその他事項で那覇市医師会友利博朗
代議員より予め提出された「看護学生の実習前
PCR検査の免除の周知徹底について要望」、新型
コロナウイルス感染症が 2類から 5類へ引き下
げられることから、県立病院は看護学生に対す
る実習前のPCR検査を免除することになったが、
他の民間病院では実習前のPCR検査が継続さ

れる。看護学校ではPCR検査費用の持ち出しが
あり、学校運営に大きな負担となっているので、
沖縄県医師会から受入医療機関に対し、PCR検
査免除に関する周知徹底を行ってもらいたい旨
質問を受けた。この質問に対し稲冨理事は、他
地区医師会の意見を伺い、本会と看護師養成学
校を管轄する地区医師会との連名で、受入実習
医療機関宛に、PCR検査免除についてさらなる
周知を行っていきたいと回答があった。また、日
本医師会からの補助金については継続が確定次
第、改めて情報提供を行う旨回答があった。

配布①日医・県医の組織率の推移

※日本医師会会員数調査、厚生労働省医師・歯科医師・薬剤師系統（調査）より作成

配布②研修医等推移R0503月 - 代議員会資料
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沖縄県文化観光スポーツ部観光振興課からのお知らせ

　沖縄県では、外国人観光客の医療問題に対応
すべく、多言語コールセンター（名称：おきな
わ医療通訳サポートセンター）を開設し、医療
機関向け①電話・映像医療通訳②簡易翻訳サー
ビス③インバウンド対応相談窓口をすべて無償
で実施しております。
　各医療機関におかれましては、是非、有効利
用下さいますようご案内申し上げます。

おきなわ医療通訳サポートセンター
について

0570-050-232
（18ヵ国語対応）電話・映像医療通訳サービス①

�時～��時・平日
okinawa_mi@okinawa-kanko.com

（20ヵ国語対応）簡易翻訳サービス②

0570-050-233
info@okinawasoudan.com
インバウンド対応相談窓口③

←詳細はこちらからご覧ください
【問い合わせ先】
「おきなわ医療通訳サポートセンター」
医療通訳サービス運営事務局（受託事業者：メディフォン株式会社）
☎ 0570-001-003 

��時間���日対応
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